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2026年 8月 6日 

第 9 回ワールド・ユース・トランスナショナル選手権合肥大会 

U-26 ガールズ優勝 

8月 3日から合肥（中国）で開催されている第 9回ワールド・ユース・トランスナショナル選手権大

会において、U-26ガールズ部門で日本代表チームが優勝しました。24チームが参加したガールズ部門

では、２日間の予選後、上位８チームが決勝ラウンドに進出します。日本は８位通過し、総当たり戦の

決勝ラウンドで 1位となりガールズ史上初の快挙を成し遂げました。 

 公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟（本部：神奈川県、会長：鳩山勝郎）は、U-26ガール

ズ、U-26、U-21の 3部門に日本代表チームを、U-31部門に日本・香港混成チームを派遣しました。

U-31部門の日本・香港混成チームは予選ラウンドを 1位で通過しましたが、決勝ラウンドでは 8位と

なりました。U-26部門は総合 9位、U-21部門は総合 11位となりました。 

チーム戦に続き、8月 6日から 8日までの 3日間は、部門ごとのペア戦が行われています。また、９

月に出場する中国海南省での APBFユース選手権においても日本代表選手の活躍が期待されます。 

なお、本派遣は公益財団法人森村豊明会から助成金をいただいております。 

 

 U-26 ガールズ部門 優勝 

（左から）廣野真凜、溝部咲希、稲村優佳、山﨑那菜、ヘファナン色葉メープル、和多美晴 

【第 9 回ワールド・ユース・トランスナショナル選手権大会（合肥、中国 8 月 3 日～8 日）】 

○ U-26 ガールズ部門（26 歳未満の女性） 優勝（参加 24 チーム） 
選手：稲村優佳（京都大学）、山﨑那菜（京都大学）、溝部咲希（同志社女子大学）、 

   廣野真凜（早稲田大学）、ヘファナン色葉メープル（東京科学大学）、 

   和多美晴（京都大学） 

○ U-26 部門（26 歳未満） 9 位（参加 22 チーム） 
選手：三浦優悟（京都大学）、仮田翔飛（京都大学）、野口広樹（京都大学）、 

   吉田桃香（東北大学）、松田成海（京都大学）、橋本惇寿（東京海洋大学） 

○ U-31 部門（31 歳未満） 8 位（参加 19 チーム） 
選手：宋逸寒（社会人）、滝澤憲（社会人）、稲見輝志（社会人）、 

   Sam TSENG（香港） 

○ U-21 部門（21 歳未満） 11 位（参加 34 チーム） 
選手：浅野陽哉（東北大学）、土屋拓輝（東京大学）、鈴木祐之亮（東京大学）、 

   浦崎祐司（京都大学）、藤田悌玄（大阪大学）、松居叡介（早稲田大学） 

 

お問い合わせ： 公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 （高野） 

Tel:045-534-8300   Fax:045-534-8312   E-mail:info@jcbl.or.jp URL:https://www.jcbl.or.jp/ 
 


